
20-026 登録日：     

(　　支部) 発生日時 　2020年　10月　5日　13時頃

氏名 年齢 　　47歳 役職 一般

直外区分 勤務経験 　　年　月 作業経験 　　年　月

休業日数 　6 日

災害類型 ②

12:50 　昼食後、被災者Aは同僚２名と共に切断定盤の取付け作業を開始した。

13:50 　被災者Ａは、同僚2名と共に４分割されている切断定盤の３組目を取付けた後、切断機

　を手押しで仮走りさせた際に抵抗を感じたので、確認のため走行レール架台側面の昇降

　ステップを踏んで定盤から降りようとしたところ、差し板の鋳物キャップ止金具に右足

　を取られてバランスを崩した。

　更には、バランスを崩しながら着地し、近くに在った粗切り用定盤の昇降台に躓き、

　仰向けに転倒しながら粗切り用定盤の側面に背中を強打した。

14:00 　被災者Aは、作業長に自身の被災を報告し、作業長は直ちに救急車を要請した。

【災害類型】 ①墜落・転落　②転倒　③飛来・落下　④挟まれ　⑤巻き込まれ

⑥切れ・擦れ　⑦熱傷　⑧感電　⑨火災・爆発　⑩その他

注） 網掛け部の記入は任意とする。それ以外は必ず記入をお願いします。

被災者
Ａ　氏

　直営　／　外注

災害事例報告（休業）
登録番号

会社名

発生場所 極厚ガス切断作業場

傷病名 肋骨骨折

災害の概要

ガス切断機の定盤から床面に降りようとした際、差し板鋳物

キャップの止金具に右足を取られてバランスを崩しながら着地

後、近くに在った粗切用定盤の側面に背中を強打した。
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切断定盤を降りる際に差し板鋳物キャップ

止金具に右足を取られてバランスを崩す。

バランスを崩しながら着地後、近くに

在った粗切り用定盤の昇降台に躓く。
仰向けに転倒しながら、粗切用定盤の

側面に背中を強打する。

3枚目定盤

被災者Ａ

被災者Ａ

極厚切断機

粗切用定盤（下段）

被災者Ａ

粗切用定盤の昇降台


